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ちょっと気になるＪ－クレジット制度の話題をコラムでお届け 

第 40 回 東証カーボン・クレジット市場について 

 
今回は東証カーボン・クレジット市場についてのコラムになります。 

 

東証カーボン・クレジット市場とは  

2022 年２月に経済産業省が発表した「GX リーグ基本構想」のプ

ロジェクトの一つとして、2022 年 9 月～2023 年 1 月にかけて経

済産業省の委託事業より東京証券取引所（以下「東証」という。）が

カーボン・クレジット市場の実証事業を行いました。クレジット価

格の公示性と取引の簡略効果が実証事業により見込めたことから、

2023 年 10 月 11 日に東証カーボン・クレジット市場が開設され

ました。  

i. 東証カーボン・クレジット市場に参加するには  

東証カーボン・クレジット市場に参加するためには、申請者名義

の預貯金口座とクレジット口座の二つの口座が必要になります。現

在、東証カーボン・クレジット市場では J-クレジット（省エネ・再

エネ・森林・その他）と地域版 J-クレジット、J-VER（J-クレジッ

トの前身の制度）を取り扱っています。  

クレジット口座をお持ちでない場合は、J-クレジット制度の HP か

ら口座開設手続き

（https://japancredit.go.jp/application/account/）  

を行うことができます。クレジット口座は、日本国内の法人格があ

れば無料で作ることができ、口座開設も約２週間で完了いたしま

す。  

申請者名義の預貯金口座とクレジット口座が準備できましたら、東

証カーボン・クレジット市場の HP で公開されている申込書類一式

（https://www.jpx.co. jp/equities/carbon-credit/partic ipants/index.html）を提

出し、カーボンクレジット市場参加者として登録されることで、東

証カーボン・クレジット市場へ参加することが出来ます。  

 

ii. 東証カーボン・クレジット市場に関する費用について  

東証カーボン・クレジット市場では、登録料・参加者保証金・基本

料・売買手数料・決済手数料の五種類の費用負担が想定されていま

すが、2023 年 11 月現在ではすべて無料となっております。これ

は早い段階から市場参加者を増やし、市場を活性化させることを意

図するものです。  

制度が無料のうちに登録を済ませ、少量の取引から経験を積むこと

もできます。  

 

 

 

https://japancredit.go.jp/application/account/
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/participants/index.html
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i i i . 東証カーボンクレジット市場での取引の流れについて  

東証カーボン・クレジット市場での取引のおおまかな流れは以下

のようになります。  

 
 

①  まずは売り手が市場へクレジットの売り注文を出します。売値は

最低落札価格となっており、売り手自身が自由に設定することが

出来ます。  

②  買い手が買い注文を出します。  

③  東証によって買い手と売り手の取次を行います。取次は毎日午前

と午後に一回ずつ行われます。  

④  取次が成立すると、売り手と買い手の両者に東証からメールが届

きます。指定日までに売り手はクレジットを、買い手は購入代金

を、東証が指定する口座に預け入れます。  

⑤  取引成立予定日時の時点で、クレジットと購入代金が東証の下に

揃った場合、取引が無事成立となります。  

⑥  取引成立予定日時の時点で、クレジットもしくは購入代金のどち

らかでも東証の下に揃わなかった場合、取引は不成立となります。 

 

〈参考 URL〉  

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-

system/nlsgeu000006f14i-att/cg27su0000008krx.pdf 

 

https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/nlsgeu000006f14i-att/cg27su0000008krx.pdf
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/nlsgeu000006f14i-att/cg27su0000008krx.pdf
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-system/nlsgeu000006f14i-att/cg27su0000008krx.pdf
https://www.jpx.co.jp/equities/carbon-credit/market-
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現在、東証カーボン・クレジット市場では、売り手と買い手から J-

クレジットと対価を東証が預かって、両方が期日までに揃えば取引

が成立する方式を取っています。逆に言えば、東証が設定した期日

までにどちらかが揃わなければ取引は不成立となります。  

株式取引のように先にクレジットを市場で預かっておき、買い手か

ら後日対価を回収する方式の場合、買い手の信用情報の調査などで

市場参加のハードルが高くなってしまうことを考慮して、この売買

方法にしているとのことです。  

東証による取次という性質上、売り手も買い手も、取引先は東証に

なります。  

相対取引では初めての取引相手だと信用情報の調査が必要になりま

すが、東証カーボン・クレジット市場では最初に東証と取引の契約

を結んでしまうため、信用情報の調査を省略出来ます。その他、価格

交渉や契約書調整、取引相手を探す手間も省かれることで、Ｊ-クレ

ジット取引を大幅に簡素化できます。  

価格については前日までの取引結果が公表され、その価格を参考に

売り手は最低落札価格、買い手は入札価格を決めます。  

今まで相対取引が中心で価格が不透明だった J-クレジットですが、

リアルタイムな価格の開示があることで、買い手は予算の見立てを

行いやすくなり、売り手は売上を見込みやすくなるため、J-クレジ

ット事業への意欲増進にも繋がると思われます。  

 

まだ始まったばかりの制度のため、市場参加者からはさまざまな声

が届いているようであり、今後徐々に改善されていくものと思われ

ます。  

当窓口では東証カーボン・クレジット市場の説明も承っております

ので、お気軽にご連絡ください。  

日報の見方  

 


